
  

令和２年４月１日 

 

なるわ交通株式会社 

貸切バス事業部 

運輸安全マネジメント 

安全最優先 

安全・安心は我々の生命線 
なるわ交通株式会社は、旅客輸送の社会的責任の重さを自覚し、『輸送の安全確保』のため、安全を最

優先し、法令を遵守し、日々改善を重ね、経営トップをはじめ全従業員が一丸となって『輸送の安全確

保』に取り組みます。 

 

運輸安全マネジメントへの取り組みについて 

1. 輸送の安全に関する基本的な方針 

1. 社長が主導的な役割を果たし、輸送の安全確保が事業経営の根幹であることを深く認

識し、社内における安全に関する声に真撃に耳を傾けるなど各部門の状況を十分に踏

まえつつ、社員に対して輸送の安全が最も重要であるという意識を徹底させます。 

2. 輸送の安全に関する計画の策定、実行、確認及びこれに基づく改善(PDCA)を確実に実

施し、安全対策を普段から見直し、社員が一丸となって業務を遂行することにより、絶え

ず輸送の安全性の向上に努めます。 

3. 輸送の安全に関する倩報は、積極的に公表します。 

2. 令和元年度における輸送の安全性に関する目標の取り組み結果 

重大事故ゼロ           ➜ 達成  

有責事故を対前年 50％削減  ➜ 達成 △74% 

自損事故を対前年 50％削減 ➜ 達成 △4件 

3. 令和自動車事故報告規則第 2条に規程する事故発生状況 

第２条第２項に該当する事故 0件 

4. 令和２年度輸送の安全に関する目標 

・重大事故ゼロの継続 

・健康起因による事故ゼロ継続 

・有責事故を対前年 50％削減 



  

・自損事故を対前年 50％削減 

5. 輸送の安全に関する重点施策 

1. 全社員に輸送の安全が最も重要であるという意識を徹底し、関係法令及び安全管

理規程に定められた事項を遵守する事。 

2. 輸送の安全に関する予算を確保し効率的な運用を進めること。 

3. 輸送の安全に関する内部監査を行い、必要な是正措置又は、予防措置を講じるこ

と。 

4. 輸送の安全に関する情報の連絡体制を確立し社内において必要な情報を伝達、

共有すること。 

5. 輸送の安全に関する教育及び研修に関する具体的な計画を策定し、これを的確

に実施すること。 

6. 輸送の安全に関する教育及び研修計画 

1. 運輸安全マネジメント会議を開催し、管理部門と乗務員による意見交換会等を含

め情報の共有化を図り、輸送の安全性向上に努める。 

2. 全運転者に細かな指導と自らが率先して輸送の安全に関し意識付けをする場を

設け、厳格に事故防止対策を進める。 

3. 事故惹起運転者への特別な指導。 

4. 高齢運転者への特別な指導。 

5. 新任運転者は入社時の安全教育を「新人教育マニュアル」に添って実施・実技指

導２０時間以上実施します。 

6. 運転者に直近１年間に乗務していなかった車種区分（大型・中型）の運転をさせる

場合に２０時間の実技指導。 

7. 雪路での運転実技教習及びチェーン装着実技 

8. 独立行政法人自動車事故対策機構の講習会を受講。 

9. 全運転者は適正診断を受診し、その結果に基づきカウンセリングを受け、各自の

癖や注意点を把握する事により事故防止に努める。 

10. 新任運転士は入社時の安全教育を「新人教育マニュアル」に添って実施する。 

11. 外部講師による接客マナーや接遇教育も必要に応じて実施する。 

12. 脳MRI検診・SAS（睡眠時無呼吸）健診の受診。 

13. 事故発生後は事故分析を行い、類似事故の再発防止に努める。 


